
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1011 

令和 5年度 農業科 

 

教科 農業 科目 総合実習 単位数 ４単位 年次 ２年次 

使用教科書  

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

農、環境、食の３つの分野について基礎的な技術を身につけ、農業の楽しさに触れてください。 

また、体験的な学習を通して専門性を高め、総合的な知識を習得することを目的とします。 

農業について自ら考え、探究できる力を伸ばし、リーダーシップや協調性を身につけてくれるよ

う期待します。 

 

 

２ 学習の到達目標 

実験、実習で学習した内容をレポートにまとめ、知識と技術の習得をめざす。 

農業の幅広い分野を包括的に学ぶことで、多面的に考え、課題に取り組むことのできる能力を身

につける。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

授業の内容を理解し、農、環

境、食の分野について満遍

なく知識を身につけてい

る。 

道具、機械の使い方を理解

し、扱うことができる。ま

た、栽培実習や食品実習で

は、専門的な技術を身につ

けて実践することができ

る。 

食品の製造や加工、動植物の

観察やスケッチを通して、ア

イディアを形に表現するこ

とができる。 

また、物事を予測して仮説を

立て、実証できる力を備えて

いる。 

農業、環境、食品の分野につ

いて偏りなく興味を持ち、積

極的に授業に取り組むこと

ができる。また自ら発言した

り行動したりするなど主体

的な活動ができる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

栽培 

 

 

環境 

 

食品 

・夏野菜の栽培 

 トマト、エダマメ、 

 トウモロコシ 

・里山の自然（春夏） 

 昆虫調査 

・微生物の観察 

 食品微生物 

 顕微鏡の使い方 

a: 実習や調査において専門的な

知識と技術を習得し、実践してい

る。 

b: 作品の製作や、食品加工にお

いてアイディアを形にできる。 

c: それぞれの分野に興味を持

ち、意欲的に行動し、知識や技術

を得ようとする姿勢が見られる。 

 

定期考査 

レポート 

提出ノート 

定期考査 

観察 

レポート 

提出ノート 

実習態度 

振返りｼｰﾄ 

レポート 

２
学
期 

栽培 

 

 

環境 

 

 

食品 

・冬野菜の栽培 

 ダイコン、ハクサイ 

 キャベツ 

・里山の自然（秋冬） 

 紅葉する樹木の調査 

 リースづくり 

・パンの製造 

 ロールパン 

 メロンパンなど 

a: 実習や調査において専門的な

知識と技術を習得し、実践してい

る。 

b: 作品の製作や、食品加工にお

いてアイディアを形にできる。 

c: それぞれの分野に興味を持

ち、意欲的に行動し、知識や技術

を得ようとする姿勢が見られる。 

 

定期考査 

レポート 

提出ノート 

定期考査 

観察 

レポート 

提出ノート 

実習態度 

振返りｼｰﾄ 

レポート 

３
学
期 

栽培 

 

環境 

 

食品 

・野菜の加工と保存 

 漬物 

・校内の環境調査 

 ビオトープ 

 花壇づくり 

・菓子の製造 

 クッキー 

 マドレーヌなど 

a: 実習や調査において専門的な

知識と技術を習得し、実践してい

る。 

b: 作品の製作や、食品加工にお

いてアイディアを形にできる。 

c: それぞれの分野に興味を持

ち、意欲的に行動し、知識や技術

を得ようとする姿勢が見られる。 

 

定期考査 

レポート 

提出ノート 

定期考査 

観察 

レポート 

提出ノート 

実習態度 

振返りｼｰﾄ 

レポート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


